
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CCF Concert Report Vol.279 

第 279 回 ∼25周年記念公演∼ 

クラシックファンのためのコンサート 
2026 年 10 月 15 日（木）大阪倶楽部 4 階ホール 午後７時開演 

 

NPO法人 クラシックファンのためのコンサート 
〒550-0025 大阪市西区九条南 2 丁目 18 番 16 号 

TEL 080-4824-4001  WEB classicfan.jp  MAIL contact@classicfan.jp 

Non-Profit Organization Concert for Classical music Fans 

＜ご来場者のアンケートより＞ 
 
・美声に酔いしれました。今夜は眠れそうにありません。 
 
・大きなホールは年に何度も行けず、こういうチャンスは
何より嬉しく思います。生は違います。素晴らしい世界
が紡ぎ出せるのですね。 

 
・物語を聞いているようで情景が映像としてそこに見える
ような歌でした。色々な人の人生や景色を見せて聴かせ
て頂いた気分です。 

 
・心が柔らかく耕された心地がしました。 

第 279 回はカウンターテナーの中嶋俊晴氏とピアノの久保千尋氏をお迎えして、リサイタルを行い

ました。前半はフランス歌曲の世界から日本の作曲家が描くパリの情景へとつながるプログラムとなり

ました。髙田三郎作曲の「パリ旅情」は、中嶋氏が今回初めて歌う作品であることも紹介され、会場は

詩情あふれるパリの空気に包まれました。 

後半はお二人がともに好まれているブラームスとマーラーの作品が演奏されました。中嶋氏の豊か

な表現力と繊細な歌声、そして久保氏の細やかな音楽的対話が一体となり、長年にわたり共演を重

ねてこられたお二人ならではの息の合った演奏が披露され、多彩な歌曲の魅力に触れる夕べとなりま

した。 

 

中嶋 俊晴 カウンターテナーリサイタル 
                  ピアノ 久保 千尋 

＜プログラム＞ 

プーランク  パリへの旅   

アーン    クロリスに/虜になって 

髙田三郎   『パリ旅情』 

ブラームス  メロディのように/セレナーデ/五月の夜 

マーラー   誰がこの歌を作ったの？/たくましい想像力/ 

         トランペットが美しく鳴り響くところ/ 

         夏の歌い手交替す/原光 


